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1,高含水泥土用途（イメージ）

2,残コン用途

■検索用分類 

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工
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特　許 株式会社グロースパートナーズ（特許59599709 号）

古紙を微細化加工した微細なセルロース系改質材。泥土や高含水土砂の流
動性を瞬時に低下させる。また、生コンクリートを砕石状に造粒し、破壊作業
を軽減し 作業効率を向上させる工法。
残コン処理では、従来のような硬化コンクリート重機等で破砕作業する必要
がなくなるので、作業の効率化、作業環境の改善や経済性騒音、振動、排ガ
ス、CO2発生の低減が図れる。 特　徴

・
効　果

・
メリット

①高含水泥土 用途
【工期】
・本工法は瞬時に流動性を低下できるため工期短縮が可能。
【コスト】
・材料費は増加するが、特殊な重機(バキューム車)が不要、又乾燥曝気に必
要な作業日数を削減でき、経済性向上が見込める。
【資材・労務】
・特殊な重機(バキューム車)費用が不要。乾燥曝気不要(即日ダンプトラック運
搬可能)
②残コン用途
【工期】
・余剰コンクリート処理の場合、本工法で造粒処理することにより、従来の硬
化後の破砕処理に比べ処理に要する時間は30～80%程度低減。
【コスト】
・材料費は増加するが、コンクリート打設翌日に硬化したコンクリートの破砕作
業が不要となるので、約46%程度の経済性向上が見込める。

適用条件 ・対象の泥土や生コンクリートの含水量に対して、規定量を混入する

メーカー等 株式会社グロースパートナーズ

備　考

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種
Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

①準備工

③排出

④養生

②処理

⑤利用or処分

高含水泥土 瞬間吸水材

セルドロン

撹拌直後

流動性の低下

図・写真提供：グロースパートナーズ 20171027


